
職員に対するカスタマー・ハラスメントの防止に関する基本方針 

 

千葉県農業共済組合 

 

 カスタマー・ハラスメント（カスハラ）は労働者に身体的・精神的な苦痛を与え、 尊厳や人格を傷

つけるだけでなく、休職や離職の原因にもなりかねません。 

 また、職場環境の悪化、業績や生産性の低下といった企業の損失につながるなど、深刻な社会

問題となっています。 お互いを尊重し、誰もが活躍できるカスハラのない社会を実現するために、 

当組合も、次の事項について連携・協力して取り組みます。 

 

１． 働く人を傷つけない社会づくり 

顧客や取引先等と働く人は対等であり、カスハラをしてはならないということを誰もが認識し、働

く人を傷つけない社会を目指します。  

２． 安心して働ける職場づくり  

すべての立場の人がカスハラ対策に取り組むことで、誰もが守られ、 安心・安全に働き、その

能力を十分に発揮して活躍できる職場を目指します。 

 

○ カスタマー・ハラスメントとは 

（１）カスタマー・ハラスメントの判断基準 

① 組合員等の要求内容に妥当性はあるか 

② 要求を実現するための手段・態様が社会通念に照らして相当な範囲か 

上記二つの観点から判断します。 

（２）具体的な例 

① 要求の内容が妥当性を欠く場合の例 

 ・ 要求の内容が、農業保険の内容とは全く関係がない場合 

② 要求の妥当性に関わらず、要求を実現するための手段・態様が不相当とされる例 

 ・ 身体的な攻撃（暴行、傷害） 

 ・ 精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉毀損、侮辱、暴言） 

 ・ 威圧的な言動  

・ 土下座の要求  

・ 継続的、執拗な言動 ・拘束的な行動（不退去、居座り、監禁）  

・ 差別的な言動 

 ・ 性的な言動  

・ 職員個人への攻撃、要求 

 ・ 妥当性を欠く金銭補償、謝罪の要求 

 



○ カスタマー・ハラスメントへの対応  

カスタマー・ハラスメントが行われた場合は、職員の安全を第一に考え、現場の判断による対

応の中止の他、状況に応じて弁護士や警察への相談等を検討するなど、違法・不当な行為に

は厳正に対処します。 

 

○ 職員への対応  

（１） 職員に対するカスタマー・ハラスメントに対応するために、相談や報告等ができる体制を整

備します。  

（２） カスタマー・ハラスメントを受けた職員への配慮のための体制を整備します。 

（３） 意識啓発のための研修等を実施します。 


